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春
の
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日

（金）
～
７
日

（木）
ま
で
、

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
暖
房
器
具
な

ど
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
が
多

く
、
ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火

災
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
が
続
い

て
い
ま
す
。
特
に
、
た
き
火
な
ど

が
原
因
の
火
災
が
頻
繁
に
発
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

●
た
き
火
な
ど
か
ら
の
火
災
事
例

と
対
策

【
事
例
】
風
が
無
く
穏
や
か
な
日

に
た
き
火
を
し
て
、「
風
が
無
い

か
ら
安
全
だ
」
と
そ
の
場
を
離
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
建
物
へ
燃
え

移
っ
た
。

【
対
策
】
①
絶
対
に
離
れ
な
い
！

②
消
火
用
具
を
用
意
し
て
、
最

後
は
完
全
に
消
火
す

る
！　

※
ご
み
は
焼

却
せ
ず
に
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し

て
く
だ
さ
い

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

全
て
の
住
宅
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
取
り
付
け
が
済

ん
で
い
な
い
家
庭
は
、
寝
室
を
中

心
に
早
期
取
り
付
け
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
取
り
付
け

が
お
済
み
の
家
庭
は
、「
い
ざ
」

と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
日
頃
か

ら
お
手
入
れ
や
作
動
点
検
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
10
年

を
目
安
に
交
換
を
お
す
す
め
し
ま

す※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、

全
て
の
寝
室
と
、
寝
室
が
２
階
に

あ
る
場
合
に
は
階
段
の
踊
り
場
、

４
畳
半
以
上
の
部
屋
が
５
つ
以
上

あ
る
階
の
廊
下
で
す
。

■
問
合
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

☎
（２３）
９
９
１
０

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談

　

職
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
抱
え
る
方

な
ど
に
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

無
料
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
面
接

相
談
ま
た
は
電
話
相
談
）
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
20
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

▼
会
場
＝
県
庁
足
利
庁
舎
２
階
足

利
労
政
事
務
所

■
申
込
＝
３
月
15
日

（金）
ま
で
に
同

所
☎
０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１

　

一般社団法人 相続相談あんしんプラザ 
☎0285-38-9550小山市東城南5丁目1番地7

相続相談あんしんプラザ
　　　行政書士　細 見   愛 子

一般社団法人

日  時 3月18日（月）午後１時半～
場  所 佐野市役所１階 市民活動スペース
申込み・問合せ

書いてあんしん あんしん相続無料セミナー

エンディングノートと遺言書

贈与
遺言
相続

３
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
３
月
17
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
▼
会
場
＝
万
葉

の
里
・
城
山
記
念
館
和
室
▼
席
主

＝
広
瀬
宗
俊
さ
ん
（
佐
野
市
茶
華

道
協
会
茶
道
部
・
石
州
流
不
昧
派
）

▼
茶
券
＝
600
円
（
当
日
購
入
可
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２３）
０
７
２
８

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

３
月
の
催
し
物

●
第
３
回
ぼ
く
も
わ
た
し
も
お
習

字
だ
い
す
き

▼
日
時
＝
３
月
16
日

（土）
～
17
日

（日）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
運

営
委
員
会
（
文
化
立
市
推
進
課
内
）

☎
（２０）
３
０
４
４

春
の
野
鳥
を
観
察
し
よ
う

　

公
園
内
や
近
く
の
河
川
敷
を
散

策
し
な
が
ら
、
楽
し
く
野
鳥
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。
※
雨
天
中

止　

▼
日
時
＝
３
月
16
日

（土）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
▼
会
場
＝

羽
田
公
園
周
辺
▼
定
員
＝
先
着
30

人　

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
３
月
11
日

（月）
ま
で
に
、

環
境
政
策
課
☎
（２０）
３
０
１
３

特
撰
落
語
会

柳
家
権
太
楼 

独
演
会

　

「
寄
席
の
帝
王
」
柳
家
権
太
楼

師
匠
が
爆
笑
に
次
ぐ
爆
笑
の
滑
稽

囃
や
、
ほ
ろ
り
と
涙
さ
せ
る
人
情

囃
な
ど
円
熟
の
名
人
芸
で
魅
了
し

ま
す
！

▼
日
時
＝
３
月
20
日

（水）
午
後
６
時

開
場
、
６
時
30
分
開
演
▼
会
場
＝

葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

▼
費
用
＝
全
席
指
定
３
千
円（
税

込
） 

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
チ

ケ
ッ
ト
発
売
中
！

※
詳
細
は
あ
く
と
プ
ラ
ザ
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
プ
ラ
ザ

☎
（８６）
４
７
１
５

吉
澤
記
念
美
術
館
展
覧
会

「
吉
祥
繚
乱
」展
関
連
イ
ベ
ン
ト

●
春
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト
「
幸
せ
の
音
色
」

　

弦
楽
に
よ
る
演
奏
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
17
日

（日）
午
後
１
時

～
２
時
▼
演
奏
者
＝
Ｍ
Ｃ
Ｆ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
ち
ぎ

▼
定
員
＝
先
着
50
人

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
吉
澤
記
念
美
術
館　

☎
（８６）
２
０
０
８

お
知
ら
せ
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

佐
野
市
地
域
指
導
者
等

研
修
会

　

日
本
女
性
会
議
っ
て
ど
ん
な
イ

ベ
ン
ト
な
の
？
「
日
本
女
性
会
議

２
０
１
９
さ
の
」
誘
致
に
関
わ
っ

て
き
た
方
か
ら
、
活
動
に
つ
い
て

お
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
３
月
10
日

（日）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
文
化
会
館
201
会
議
室

▼
講
師
＝
橋
本
喜
美
子
さ
ん
（
Ｊ

Ｗ
Ｃ
さ
の
代
表
）、
人
権
・
男
女

共
同
参
画
課
職
員

▼
定
員
＝
女
性
会
議
に
関
心
の
あ

る
方
50
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
３
月
６
日

（水）
ま
で
に
人

権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き

　

渡
良
瀬
遊
水
地
全
域
に
お
い

て
、
ヨ
シ
に
寄
生
す
る
害
虫
の
駆

除
や
野
火
に
よ
る
周
辺
家
屋
へ
の

類
焼
防
止
、
貴
重
な
湿
地
環
境
の

保
全
な
ど
を
目
的
と
し
た
ヨ
シ
焼

き
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

風
向
き
な
ど
に
よ
り
灰
や
煙
が

広
範
囲
に
わ
た
り
飛
散
し
、
洗
濯

物
へ
の
付
着
、
庭
や
屋
根
へ
の
降

灰
な
ど
、
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
16
日

（土）
８
時
30
分

～（
予
備
日
３
月
17
日

（日）
、
24
日

（日）
）
※
実
施
状
況
の
情
報
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
自
動
音
声
案
内
へ

https://w
atarase.or.jp/

☎
０
２
８
２
（６２）
０
９
１
５

■
問
合
せ
＝
渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ

焼
き
連
絡
会
実
施
本
部　

☎
０
２
８
２
（６２）
１
１
６
１

地
籍
調
査
事
業
の
登
記
完
了

　

平
成
28
年
度
に
地
籍
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
「
植
上
Ⅱ
地
区
」
に

つ
き
ま
し
て
、
登
記
が
完
了
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
登
記
完
了
地
区
（
植
上
Ⅱ
地
区
）】

■
問
合
せ
＝
用
地
課
地
籍
調
査
係

☎
（２０）
３
１
０
５

楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?
38年の信頼と実績

高校生…英語・数学・物理・化学
中学生…英語・数学・特別補習（5教科）
小学生…英語・佐高附属中受験対策

LSE英語教室　LSE数理教室
☎21-1212（午前9時まで）
080-2126-0948（尾花）

金 下 教 室
三 好 教 室
足 利 教 室

富 岡 教 室
山 形 教 室
足利北教室

　市有施設は、それぞれ設置された目的が条例で定められています。これまでは、１つの施設に１つの

機能を持たせて施設運営をしてきたため、本来の目的に沿った事業のみの展開や利用者も限定されてい

ました。また、本市に限らず全国的に、既存施設で対応できない新たな行政需要が生まれた時には、施

設整備を行い、市民サービスの向上を図ってまいりました。

　しかし、これらの施設の多くが老朽化し、人口減少に伴う利用者の減少やニーズの変化が見込まれて

いる中では、統合や複合化により、複数の機能を併せ持つ、利便性の高いさまざまなニーズに対応でき

る施設のあり方を検討していく必要があります。

　そのため、施設の統廃合や複合化による、施設保有総量の縮減を目標としながら、「量」から「質」へ

の転換に向けて、市民の方々との意見交換を行い、よりニーズに沿い、賑わいが創出できるような施設

のあり方を検討していきます。

■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

市有施設適正配置 ～第８回「量」から「質」への施設の転換期～

植 上 町

佐野み の り 幼 稚 園

県 道 佐 野 環 状 線

佐
野
植
上
郵
便
局

南 中 学 校

佐 野 医 師 会 病 院

荏 原 製 作 所




